
新たな「 土砂災害が発生

するおそれのある箇所」

警戒区域にまだ指定さ れていな

い土砂災害が発生する恐れのあ

る箇所が公表さ れています。
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家庭で屋内にいるとき

●家具の移動や落下物から身を

守るため、頭を保護しながら大

きな家具から離れ、丈夫な机の

下などに隠れる。

●あわてて外に飛び出さない。

●料理や暖房などで火を使って

いる場合、その場で火を消せる

ときは火の始末、火元から離れ

ているときは無理に火を消しに

行かない。

人が大勢いる施設（ 大規模店舗などの集客施設）にいるとき

●あわてずに施設の係員や従業

員などの指示に従う 。

●従業員などから指示がない場

合は、その場で頭を保護し、揺れ

に備えて安全な姿勢をとる。

●吊り下がっている照明などの下

から退避する。

●あわてて出口や階段に殺到しな

い。

自動車運転中

●あわてて急ハンドルや急ブレー

キをかけず緩やかに速度を落

とす。

●ハザードランプを点灯して周り

の車に注意を促し、道路の左側

に停止する。

屋外にいるとき

●ブロック塀の倒壊や自動販売機

の転倒などに注意し、これらの

そばから離れる。

●ビルの壁、看板や割れた窓ガラ

スなどの落下に注意して、建物

から離れる。

●落石やがけ崩れに注意し、できるだけ

　 その場から離れる。

●つり革や手すりにしっかりつかまる。 ●最寄りの階で停止させて、すぐに降りる。

出典： 首相官邸ホームページを加工して作成

山やがけ付近にいるとき 鉄道・ バスに乗っているとき エレベーターに乗っているとき

地震の揺れを感じた場合、あるいは緊急地震速報を見聞きした場合は、あわてずにまずは身の安全を確保してく ださい。
そして、落ち着いてテレビやラジオ、携帯電話やスマートフォンのワンセグやネット 通信機能など、様々な手段を使って正確な情報
の把握に努めましょう 。

地震の時はどのように行動したらいいか？

地震発生時のタイムライン

◎緊急地震速報
すぐに身を守る行動をとる

身近にあるもので頭を保護し 、 倒れてく るものから身を守る。

　

　 最初の大きな揺れは約１ 分間

数分

揺れがおさ まったら
●火元の確認　 火を使っているときは、 あわてずに火の始末

●脱出口の確保　 扉や窓を開けて、 出口を確保

●靴・ スリ ッ パをはく 　 ガラスの破片や散乱物から足を守る

５分
みんなの無事を確認　 火災の発生を防ぐ
●家族の安全を確認　 　 　 ●電気のブレーカーをおろす

●ガスの元栓を閉める　 　 ●非常用持ち出し袋を用意　 すぐに持ち出せる場所に置いておく

１０分
高齢者世帯など隣近所の安否確認

高齢者の世帯、 要配慮者のいる世帯などには、 積極的に声をかける

数十分
協力して初期消火、 救出・ 救護活動を

周囲に応援を呼びかけて、 できるだけ複数で行う

自身の安全を第一に、 無理な救出・ 消火活動は行わない

数時間～
自宅と周辺の被害状況を確認

自宅とその周辺が無事であれば、 環境変化が比較的少ない自宅で避難生活する

自宅にいられない場合は、 避難所に避難　

地震発生地震発生

※画像提供

「 効果的な防災訓練と

防災啓発提唱会議」

マ
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